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演習型授業」と区別し，「参画型教育手法」としてグループワークを位置づけ，SD 法と KJ 法の 2 つ
に注目したグループワークを設計し，学生の理想の農村に対するイメージ変化の調査を行った，その
結果を吟味した上で，総合的な農学イメージの形成を促すグループワークを再度設計し，実施した．
ここでは新たに事前アンケートの結果に基づく学生のクラス分け，グループワーク後の振り返り自己
評価アンケートを実施し，学生の態度に基づくグループワークの差についての検討，およびグループ
ワーク中の印象変化をもたらす要因についての検討を行った．以上より，本論文で設計した「総合的
な農学イメージ」の形成を促すグループワークについて，体験を通じた学生の意識や態度の変化に焦
点を当てながら評価する際に，SD 法は従来の評価枠組みとは異なる視点を与えるものだとした．
審査では，農学の｢総合化｣の意味，｢総合化｣とイメージ評価の関係，イメージ評価で用いる言葉の
ニュアンスによる影響などついて質疑が行われ，｢総合化｣は横断性と包括性から構成されること，｢総
合化｣の過程で自覚のない部分がイメージ変化に現われること，言葉のニュアンスの影響については
今後の課題として残す部分があるとした．しかしながら，グループワークを用いたアクティブラーニ
ングの実践は，各分野で実施されているが農学分野では極めて希であることや，このような教育手法
の評価は，学生自身の態度の観察や自己申告によるのが通常であることを鑑みると，アクティブラー
ニングの評価において，イメージ形成が学生自身にとって無自覚であると同時に従来の評価とは独立
した次元を持つことは重要である．イメージ形成を通じた態度形成の一助となることを目標とする教
育手法としては一定の機能を果たすものと考えられる．よって本論文で得られた結果は，今後の農学
教育を考える上で一つの重要な方向性を与えるものと期待される．
以上より，本論文を博士（農学）を与えるに値すると認める．
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